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ＵＵサイエンス（ユーユーサイエンス） 

事業代表者：宇都宮大学教育学部 教授 伊東 明彦 

構 成 員：宇都宮大学教育学部 教授 南 伸昌， 堀田 直巳 

 

１．事業の目的・意義 

 近年、理数教育の充実が謳われており、小学校

では平成 23 年度から改訂された学習指導要領に、

その方針が色濃く反映されている。理科に興味を

持たせるためには、本来の対象である「身近な現

象」を取り上げ、実験などを通じて実感を深めて

いくことが欠かせない。宇都宮大学教育学部理科

教育専攻では、地域貢献の一環として、理科好き

な子どもを育てることを目的に、科学実験・もの

づくり講座「ＵＵサイエンス」を開催している。 

 このような行事を実施することは、受講側だけ

でなく実施側にもプラスとなる。「ＵＵサイエンス」

は複数の科学実験やものづくりのブースを組み合

わせて実施しているが、学生が体験の内容を考え、

子どもの指導に直接関わることによって、子ども

理解を深め、指導する力を向上させる良い機会と

もなる。また、参加者が数十名から数百名規模の

行事を企画・運営することは、学校・学級経営に

かかる能力を育成することにも繫がる。このねら

いを達成するために、本事業では対外交渉を含め

た企画から運営までを理科教育専攻の 3年生が中

心となって実施している。 

 

２．事業内容 

 本事業は例年大きく分けて，外部団体との共催

による科学実験教室と，大学内の会場における実

験教室を行っている。しかし今年度は，理科教育

の研究室などが入る８号館の耐震改修のため準備

場所の不足から規模の大きな大学内を会場とした

実験教室は実施を見送った。 

外部団体との共催による科学実験教室 

 平成 27 年度は外部団体との共催による科学実

験教室を 3 回実施した。各実践においては，理科

教育専攻の 3年生が主体となり実験題目を決定し，

同 1～3年生の有志が 20～30名参加した。 

 平成 26年 6月 27日（土）には，宇都宮市東生

涯学習センターにおいて，同センターが主催する

「親子でチャレンジ Doing」の一環として，科学

実験教室を実施した。小学校 1～3 年生の親子約

15 組が参加し、「永久に飛ぶ飛行機」など 4 題目

の実験を約 2時間かけて体験した（写真 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   写真１. 永久に飛ぶ飛行機 

 

 平成 26年 7月 4日（土）には，栃木県子ども総

合科学館において，「小学生のための科学実験教室」

を実施した。実施形態は先の「親子で Doing」と

ほぼ同じであり，あらかじめ応募した小学 4～6

年生 30名程度が参加し，「不思議な紙で遊ぼう」

など 4題目の実験を約 2時間かけて体験した（写

真 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         写真 2. 不思議な紙で遊ぼう 
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 平成 26年 11月 28，29日には，栃木県子ども総

合科学館において「科学フェステバル」が開催さ

れた。このイベントは，子ども総合科学館のスタ

ッフや，複数の外部団体が実験ブースを出展し，

当日訪れた子どもたちに様々な実験を体験させる

ものである。UU サイエンスとしては，「オリジナ

ルスーパーボール」など 3 ブースを出展し，2 日

間で述べ約 49 名の学生が子どもたちに実験の指

導を行った（写真 3）。2日間合わせて 10時間にも

及ぶ活動であり，かつ，参加した子どもたちの数

も 2日間で約 800名を超えるという大規模なイベ

ントであったが，学生たちは事前準備から当日の

実施まで，役割分担をしながら大変積極的に取り

組んでいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         写真 3a.オリジナルスーパーボール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         写真 3b. 「不思議な魚」を作ろう 

 

３．事業の進捗状況 

それぞれの企画には、年度当初の説明会の際に、

理科教育の 3年生から責任者を選出する。その責

任者が中心となって、理科教育の学生全体に協力

を呼びかけて担当者を選出し、それぞれの企画を

運営した。大学教員は、会場予約や宇都宮市教委

への後援申請、物品購入や保険など費用が派生す

るところのフォローを行った。 

 

４．事業の成果 

 本事業は、理科教育専攻の 3 年生が企画・運営

し、専攻の全学生が関わる形で実施されている。

学生が主体となって事業を進めることにより、組

織運営の力を身に付け、指導力を向上させること

をねらいとしている。学生自身が長期的な視点で

スケジュールを立てて仕事をこなすことや、参加

者募集や案内、当日の応対など対外的な部分にま

で責任を持って役割を果たすことにより、組織運

営能力が大いに向上する機会となった。また、ア

ンケート結果から、多くの来場者にとって「興味

深い」「楽しい」体験となったようで、子どもの理

科に関する興味関心を引き立てる一助になったよ

うである。 

 今回も多数の参加者があり、賑わいのうちに終

えることができた。参加者の満足度も全体として

は高い行事になり良かった。アンケート等で戴い

た反省点を踏まえ、参加者にとってより実りある

行事となるよう、更なる検討を進めていきたい。 

 

５．今後の展望 

教育的な意義や社会的な需要は高いので、これ

からも継続して推進していく予定である。ただ、

同様の企画も増えており、来場者の目が肥えてき

たせいか、単に科学的なお土産があれば喜ばれる、

というものでもなくなっている。現在は、多くの

来場者に効率良く体験してもらうという色合いが

強いが、じっくりと腰を据えた体験の提供も含め

て、全体構成を検討していきたい。 


